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➢ 泥炭地は地球表面の面積の３％にすぎないが、

世界の森林の地上バイオマス炭素貯蔵の２倍

近くの炭素が固定。

➢ 泥炭地由来の二酸化炭素排出量は人間活動

由来の排出量の５％に相当。

✓ 泥炭地由来の温室効果ガス削減効果は高い。

✓ 他方、国際的に泥炭分布量やその炭素含有量

は未だ正確に把握されていない。

◆ JICAは泥炭地の評価モデル及び適切な保全・

管理に関する情報収集が十分でないと思われる

インドネシア、コンゴ民主共和国、コンゴ共和国、

ペルーの4か国を対象に、基礎情報収集調査を

実施中。

◆ その中間成果を含め、泥炭地管理のためのデー

タ収集に関するサイドイベントをUNEP、GPIの協

力を得て実施。
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◎日時：2021年11月9日（火）11：00～12：30（現地時間）／20:00～21:30（日本時間）
◎場所：COP26（イギリス・グラスゴー） ピートランドパビリオン及びオンライン
◎主催：JICA、ＵＮＥＰ、ＧＰＩ
◎イベントタイトル：「Technology and data collection for peatlands management」
◎プログラム内容

タイトル 発表者 （敬称略）

開会挨拶 西村貴志（JICA地球環境部）

基調講演 大崎 満（北海道大学名誉教授）

コンゴ民主共和国における泥炭地管理 Dr. Jean Jacques Bambuta （コンゴ民主共和国
環境・持続可能開発省泥炭コーディネーター）

ペルーにおける泥炭地管理 Mr. José Álvarez Alonso（ペルー 環境省生物多
様性総局長）

コンゴ盆地での最新のリモートセンシングデータによる
泥炭地マッピング

広瀬 和世（宇宙システム開発利用推進機構）

コンゴ民主共和国における泥炭のフィールドデータ収集 Dr. Corneille E.N. Ewango
（コンゴ民主共和国 キサンガニ大学教授）

泥炭地モニタリングと新たな衛星技術 加藤 剛（PT.WSL（住友林業）代表取締役）
Ms. Niken Andika Putri（ 〃 ）

泥炭地のための能力開発－科学から実践へ Ms. Maria Nuutinen（FAO）

モデレーター Ms. Sri Parwati Murwani Budi Susanti（インドネシア環境林業省泥炭荒廃対策局局長）
高橋美佐紀（JAFTA)
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